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病床数適正化緊急支援事業の実施について

令和８年８月６日

資料５令和８年度第１回
富士・東部地域医療構想調整会議
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山梨県福祉保健部医務課



①削減により入院医療の受け入れを停止する場合

②現に患者が入院している病床を削減する場合

③病床数をあわせて100床以上削減する場合

④その他、都道府県において議論が必要と認める場合

※令和7年12月16日以前に既に削減された病床は協議不要（国Q&Aより）

1．病床数適正化緊急支援事業の概要
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(１) 経緯

➢ 国は、医療機関の入院医療の継続が困難な状況を鑑み、R6年度補正予算において「病床数適正化支援事業」を計上。
病床数の適正化を図るために病床削減を行う医療機関に対し、削減病床1床あたり4,104千円の支援を実施。
（令和７年度に事業開始。本県では同年度中に１２病院136床の削減を実施）

➢ 国は、令和7年度補正予算において、引き続き「病床数適正化緊急支援事業」を計上し、令和8年度事業として国要綱に基づき、
本事業を実施することとなった。

(2) 令和８年度事業の概要

効率的な医療提供体制の確保を図るため、医療需要の変化を踏まえた病床数の適正化を進める医療機関に対し、
診療体制の変更等による職員の雇用等の様々な課題に際して生じる負担について支援

事業目的

支給要件
令和７年12月16日から令和９年３月31日までの間に、病床数の削減を行う（行った）医療機関

※この他、令和７年度事業や国の調査において事業計画等を提出するなどして昨年度中に国に削減以降を示した上で、
削減を行った医療機関等においては、一部令和６年１２月１７日以降に削減した病床も支給対象となる。

給付額 削減した病床１床につき 4,104 千円（ただし、休棟の休床の場合は2,052 千円）

支給対象 病院（一般・療養・精神病床）、有床診療所

給付まで
の流れ

【医療機関】
交付申請

【都道府県】
申請内容を審査⇒国（基金管理団体）へ提出

※協議が必要な案件は地域医療構想調整会議で協議

【基金管理団体】
申請内容審査・
給付金交付

(３) 地域医療構想調整会議への協議が必要となる案件について

➢ 以下の場合に該当する案件は、地域医療構想調整会議において地域医療への影響等について協議することとされている。

本日は、当該医療圏の各医療機関の申請意向の
状況を共有（報告事項）するとともに、
協議が必要な案件について、委員の皆様のご意
見を伺いたい（協議事項）。

※今年度複数回の
申請受付予定



2．申請予定医療機関の状況について
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➢ 富士・東部医療圏の医療機関から、下表のとおり本事業の申請意向が示された。

医療機関名 削減病棟
病床
稼働率

病床
種別

病床
区分

許可
病床数

削減
病床数

削減病床の
稼働状況

削減病床の
入院患者の有無

削減時期
協議
要否

大月市立
中央病院

南2病棟 0％ 一般 休床 47床 47床 休床 なし R9.3 不要

南3病棟 0％ 一般 休床 49床 20床 休床 なし R9.3 不要

上野原市立
病院

3階西病棟 ０％ 一般 休床 32床 32床 休床 なし R8.12
※

不要

都留市立病院 南病棟 60.8％ 一般 急性期 １００床 1床 非稼働病床 なし R７.９
※削減済

不要

富士厚生
クリニック

2階病棟 1.9% 一般 急性期 12床 5床 非稼働病床 なし Ｒ8.10 不要

武者医院 2階病棟 0% 一般 休床 6床 6床 休床 なし Ｒ8.10 要

三生会病院 C病棟 0% 精神 休床 40床 20床 休床 なし R9.3 不要

（１）圏域全体の状況

（２）申請予定医療機関一覧（病棟別に掲載）

申請状況

削減病床の内訳（病床種別）

削減病床の内訳（病床区分） 削減対象病床の状況（稼働状況）

申請医療
機関数

６
医療機関

削減
病床数

１３１床
※うち1床は
削減済病床

病床種別 病床数

一般病床 １１１床

療養病床 ０床

精神病床 ２０床

計 １３１床

病床種別 病床数

急性期 ６床

回復期 ０床

慢性期 ０床

休棟中等 １２５床

精神病床 ０床

計 １３１床

病棟の
状況

削減病床の
稼働状況

病床数

稼働病棟
稼働病床 ０床

非稼働病床 ６床

休棟 休床 １２５床

計 １３１床

※上野原市立病院の削減病床については、現時点の見込みであり、今後議会の承認が得られた後、正式に申請を行う

上記申請については、県において認定後、国の審査等、所定の手続を進めていく。

※都留市立病院については、昨年度9月に削減済みの病床（14床削減。うち１３床分は昨年度の事業で給付済み。）

※武者医院については、今回の病床削減に伴い有床診療所から無床診療所化するため、協議案件に該当



3．協議対象案件の詳細について
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➢ 協議が必要な案件について、医療機関からの提出内容を整理したもの。

武者医院

削減病床の詳細

➢ 削減予定病床の状況及び削減理由
・当院では、人口減少等により、入院患者の需要が減ったことから、
約２７年ほど前から休床状態が続いており、近年は利用実績がない状況である。

・削減対象は２階病棟の６床である。
・当該病床については今後も稼働の見込みがなく、今後効率的な診療所経営を
行うため、今回削減対象とした。

・なお、今回の病床削減により、当院は病床数が0床となるため、無床診療所化する。

➢ 患者の受け入れ・調整状況
・削減対象病床はいずれも休床であり、現在入院患者はいないため、患者対応は
発生しない。

・また、当該病床は長期間利用実績がないことから、地域医療への影響は限定的
であると考える。

協議案件の区分

入院医療の受け入れを
行っていない(停止する)場合
※削減による無床診療所への変更を含む。

現に患者が入院している病床を
削減する場合

病床数をあわせて100床以上
削減する場合

その他、都道府県において
議論が必要と認める場合

県としては、上記案件について、
削減対象病床はいずれも休床であり、現在入院患者がいないこと、

また、長期間利用実績がないことから、地域医療への影響は限定的であると考える。
このため、本事業の申請について適当と認め、国へ提出することとしたい。

医療機関名 削減病棟
病床
稼働率

病床
種別

病床
区分

許可
病床数

削減
病床数

削減病床の
稼働状況

削減病床の
入院患者の有無

削減時期
協議
要否

武者医院 2階病棟 0% 一般 休床 6床 6床 休床 なし Ｒ8.10 要
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